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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 1 1 1 6 0 0 3 1 2 3 2 2 3 0
5 * 2 6 6 13 5 6 1 1 5 6 2 3 2 3
6 0 0 1 1 3 0 0 2 2 1 3 1 1 0 0
17 0 1 2 1 2 0 0 0 2 1 3 0 0 0 0
21 * 2 2 1 4 1 2 3 1 2 3 1 2 2 0
22 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
24 * 1 5 1 9 1 2 1 3 3 6 4 3 4 0
36 * 0 0 3 5 0 0 4 0 4 4 4 2 1 0
37 * 0 0 7 15 0 0 0 4 7 11 3 2 1 1
78 0 1 1 2 4 2 2 1 0 0 0 2 0 0 0
87 0 0 0 0 0 2 2 1 0 1 1 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
8 18 23 62 11 14 17 14 27 41 20 16 13 4

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 1 2 0 2 0 0 0 1 1 2 0 0 1 0
2 * 2 7 6 19 3 6 2 1 3 4 6 5 3 0
6 * 0 0 3 4 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0
13 0 1 1 0 2 3 4 4 2 2 4 3 2 0 0
15 * 0 0 6 14 0 2 1 7 16 23 4 1 2 1
17 0 0 0 3 5 2 2 2 3 1 4 4 0 1 0
22 * 0 2 0 4 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0
31 0 0 0 4 7 3 5 2 2 1 3 3 0 1 1
33 0 0 3 0 2 0 0 1 0 2 2 2 1 0 0
55 * 0 0 1 2 2 2 4 0 0 0 2 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
4 15 23 61 13 21 17 18 26 44 26 10 9 2

２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計
26.7% 37.7%RATE
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Team / Coach:

合　　　計
44.4% 37.1% 78.6%

龍谷大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

近土 真人 8
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荒田 康平
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桑原 啓樹

0
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濱口 祐實 9 23
3
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12

-

10
-
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0 -
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津田 航匡

-

中谷 隆人 6

9
木下 雄太 14

神永 周輔 2
0 -
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２Ｐ

開始時間

神戸大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

今村 勇貴 6

71

敗チーム

26

7

３Ｐ ２Ｐ

-

PTS

勝チーム

81

勝ち点 2

12:30
会　　場 甲南大学

神戸大学

荒田 康平 0

男子 ２部リーグ戦

PTS

212

試 合 日 2016.09.10

網本 拓夢 5

記録 関西学生バスケットボール連盟

16
幸内 真路 23 33
梅崎 健

龍谷大学

主審 宮里 両 副審 正水 剛

勝ち点 0コ ー ト

戦評
【総括】
関西学生バスケットボール二部リーグ戦三日目の第二試合は、今年チーム力が確実に上がっている龍谷大学と徹
底して走りこんできた機動力のある布陣で挑む神戸大学との一戦。第1、第2ピリオドとも両者一歩とも譲らず、1点2
点を追う展開となったが、龍谷大の3Pシュートや、粘り強いオフェンスに、徐々に点差が広がり、37-32で龍谷大が5
点リードで前半を折り返す。第三ピリオド、神戸大がキャプテン#21濱口の連続3P連続シュートが決まり流れを掴む
と、3Pシュートを中心に攻めリードを広げる。第4ピリオド、龍谷大しぶといディフェンスでボールを奪い得点を重ねる
も、第三ピリオドの流れを維持した神戸大が3Pシュートを中心に得点を重ね81-71で神戸大が勝ち点1を得る。
【第1ピリオド】
第1ピリオド、先制点は龍谷大#15刈川のゴール下シュート。試合開始から両者とも素早いオフェンスを展開するが、
両者とも粘り強いディフェンスを展開し得点が思うように伸びない。第1ピリオド中盤、1点を争う展開となるが、残り3
分で神戸大#37木下のレイアップシュートにより神戸大が逆転するも、残り1分龍谷大#31西廣のシュートにより、龍谷
大が再びリードを取り戻し、18-15で第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
第2ピリオド、龍谷大#2高橋のシュートにより始まる。神戸大は#6桑原、#78津田の連続シュートにより追いつき、粘り
強く龍谷大にくらいつく。しかし、龍谷大は3Pシュートや2Pシュートを決め、点差を徐々に広げ始める。そんな中、龍
谷大流れを渡すまいと前半1回目のタイムアウトを取る。互いに一歩も譲らない展開のままこのピリオド進み、残り1秒
でシュートを決めるべく神戸大1回目のタイムアウトを取る。神戸大前半最後のシュートを決めれず、37-32で龍谷大
5点リードで前半を折り返す。
【第3ピリオド】
第3ピリオド、神戸大#24今村のシュートで始まる。神戸大が強固かつ粘り強いディフェンスで流れを掴みかけ逆転し
たところで、たまらず龍谷大が後半1回目のタイムアウトを取る。神戸大#21濱口の連続3Pシュート、#5幸内の3P
シュートとバスケットカウントにより流れが神戸大に傾いたところで、たまらず龍谷大後半2回目のタイムアウトを取る。
タイムアウト後も流れが変わらず神戸大#24今村の3Pシュートなどで龍谷大を突き放す。このピリオド、始終神戸大の
リードで試合が進み、62-52で神戸大の10点リードで終える。
【第4ピリオド】
第4ピリオド、10点ビハインドを追いかける龍谷大はリング下のしぶとい粘りにより徐々に点差を縮めようとするが、神
戸大第三ピリオドの流れを維持し、点差が中々縮まらない。流れを掴みたい龍谷大は後半3回目のタイムアウトを取
る。龍谷大しぶといディフェンスで神戸大のオフェンスの流れを止めようとするも、神戸大の流れが止まらず、81-71
で神戸大が勝利する。

試合ＮＯ

戦評 片山 稀(京教大)

Ｆ REBOUND TO AS ST BS MIN

200

16

山脇 公貴 6 15
刈川 真輔 12 40

6

難波 航太 3 13
高橋 龍斗 21 40
丸山 高弘 6

14
西廣 祐輝 11 17
山川 和穂 0

0 14

0 - -

野村 悠也 4 25
加地 毅紀

-

0 - -

0

71 200

0 - -
0 - -


